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水
面
に
浮
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言
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ア
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の
航
跡
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22水面に浮かぶ言葉

 

序圧
倒

的

な
デ

ビ

ュ
ー
作

を
世

に
送

り
出

し

た

ア
ー

テ

ィ
ス
ト

の
行

く
手

に
は
、
第

二
作

の

試

練
が

待

ち
構

え

て

い
る
。
前
作

を

超

え
よ
う

と

い
う
意

気

込

み
と
、

第

一
作

の

フ

ァ
ン
を

そ

の
ま
ま

繋
ぎ

と

め
て

お
き

た

い
と

い
う
色
気

の
狭
間

で
、

彼
ら

は
悩

む

こ
と

に
な

る
。
そ

の
ジ

レ

ン

マ
を
乗
り

越

え

て
、
結

果
を

出

せ
る

か
ど
う

か
が

、
更

な

る
成
功

へ
の
鍵

に
も
な

る

と

い
う
わ

け
だ
。

『
ク

リ

ム
ゾ

ン

・
キ

ン
グ

の
宮

殿
』

(以

下

『宮

殿
』

と
略

記
)

で
あ

ま
り

に
も
鮮
烈

な
デ

ビ

ュ
ー
を

果

た
し

た

キ

ン
グ

・
ク

リ

ム
ゾ

ン
に
と

っ
て
、
「
第

二
作

」

は

と
り

わ

け
難

題
だ

っ
た

に
違

い
な

い
。
グ

ル
ー
プ
内

の
確

執

も
あ
り

、

『宮

殿
』

の
メ

ン
バ
ー

の
内
、

イ

ア

ン
.

マ
ク
ド

ナ

ル
ド
と

マ
イ

ケ

ル

・
ジ

ャ
イ

ル
ズ

が
脱

退
。

正
式

メ

ン
バ

ー
は
、

ロ
バ

ー
ト

・
フ

リ

ッ
プ

(ギ

タ

i

・
メ

ロ
ト

ロ
ン
)
、
ピ

ー

ト

・
シ

ン
フ
ィ
ー

ル
ド

(作

詞
)
、

グ

レ

ッ
グ

・

レ
イ
ク

(ヴ

ォ
ー

カ

ル
)

の
三
人

に
な

り
、

さ
ら

に

レ
イ

ク
は

E
L

P

に
移

籍
す

る

こ
と
が

決
ま

っ
た
。
キ

ー

ス

・
テ

ィ
ペ

ッ
ト

(
ピ

ア
ノ
)

と

メ

ル

・
コ
リ

ン
ズ

(サ

ッ
ク

ス
、

フ

ル

ー

ト
)
が

新

た

に
加

わ

っ
た
が

、

レ
コ
ー
デ

ィ

ン
グ

に
は
、
脱

退

し

た

マ
イ
ヶ

ル

・
ジ

ャ
イ

ル
ズ

(ド

ラ

ム

ス
)

と
そ

の
弟

ピ

ー
タ

ー

・
ジ

ャ
イ

ル
ズ

(
ペ

ー

ス
)

に
も

ゲ

ス
ト
参

加

し

て
も

ら

わ
ね
ば

な
ら

な

か

っ
た
。

こ
う

し
た

メ

ン
バ

ー

の
離
脱

や
交

代

の
混

乱

の
中

で
、
完

成

に
漕
ぎ

つ
け
た
第

二
作

『
ポ

セ
イ
ド

ン
の
航

跡

(ミ

き
魅
§

鳶

ミ
ミ
ミ
§
遷
)』

(
一
九

七

〇

年

五
月
)

は
、

残
念

な
が

ら

『宮
殿
』

に
は
及

ば

な

か

っ
た

と

の
見

方

が
、

衆
目

の

一
致
す

る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

だ
が

、
プ

ロ
グ

レ

ッ
シ
ブ

・
ロ
ッ
ク

の
歴

史

を
切

り

開

い
た

『宮

殿
』

の
存
在

が

巨
大

す

ぎ

て
、

そ

の
後
塵

を

拝

し

て
は

い
る
も

の

の
、

『宮

殿
』

に
心

酔

す

る
リ

ス
ナ

ー

に
と

っ
て
は
無

視

し
難

い
魅
力

を
持

ち
、

聴

け
ば
聴

く

ほ
ど

味

わ

い
深

く
な

る

の
が

こ
の
第

二
作

で
あ

る
。

こ
の

エ
ッ
セ
イ

で
は
、
前

号

の
拙
論

で
扱

っ
た

『宮

殿
』

と

の
比

較

も

交

え
な
が

ら
、

『ポ

セ
イ

ド

ン
の
航

跡
』

(以

下

『航

跡
』

と
略

記

)

の
作

品

解
釈

に
焦

点

を
当

て
、
そ

の
制

作
意

図

を
探

り

つ
つ
、

こ
の
ア

ル
バ

ム
の
特

徴
と

魅
力

に

つ
い
て

の
私

論

を
試

み
よ
う

と
思

う
。

1ま
ず

、
ア

ル
バ

ム
の
タ
イ

ト

ル
ミ

§

ミ

鳶
驚

巡
誉
鳶
か
ら
始

め
よ

う
。

こ
の

タ
イ
ト

ル
、

日
本

で

の
発

表
時

に

『ポ

セ
イ

ド

ン
の
め
ざ

め
』

と

い
う
誤

っ
た
邦

訳
が

な

さ
れ
、

誤
訳

の

指

摘

を
再

三
受

け

な
が

ら
、

現
在

に
至

る
ま

で
放

置

さ

れ

て

い
る
。

.ぎ

夢
・
甫
興
。
亀

～

、
の

で
艮
。、
は

「
め
ざ

め

」

で
は
な

く
、
「船

な

ど
が
航

行

し

た
後

に
残

る
跡
、
航

跡

」

を
意
味

し
、

こ
の
イ

デ

ィ
オ

ム
自

体

で

「
～

の
後

を

追

い
か

け

て
」

と

い
う

意

味

に
な

る
。

「
め
ざ

め
」

と

い
う
訳

は
、
単

な

る
誤

訳

に
留

ま

ら
ず

、
原

題

の
豊

か
な
含

み

を
奪

っ
て

い
る
点

で
、
罪

が

重

い
と
言

わ
ざ

る
を
得

な

い
。

私

は
敢

え

て

『ポ

セ
イ
ド

ン
の
航

跡
』

と
訳

し
、
ギ

リ

シ

ャ
神
話

の
海

神

ポ

セ
イ
ド

ン
の
巨
船

の
如

き
姿

が
消

え

た
後
、

水

面

に
残

し
て

い

っ
た
痕
跡

の
意

を
示

し

つ
つ
、

そ

の
追
跡

を
含

み

と
し

た

タ
イ
ト

ル
と
捉

え

た

い
。

こ
の

タ
イ
ト

ル
の
作
意

は
、

ア

ル
バ

ム
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

の
イ

ン
ナ

ー

か
ら

も
読

み
取

る

こ
と

が
出

来

る
。

ジ

ャ
ケ

ッ
ト
を
開

く

と
、

不
規
則

な
茶

色

の
紋

と
黄

緑
色

の
ぼ

か
し
が
入

っ
た

ブ

ル
ー

の
画

像
が

全

面

に
広

が

っ
て

い
る

(図
1
)。

こ
れ

は
、
至

近

か
ら

と
ら

え

た
水

面

の



揺

ら
ぎ

の
よ

う

に
見

え
、

ポ

セ
イ
ド

ン
が

去

っ
た
後

の
、
揺

れ

る
水

面

の
様

子
と

解
釈

で
き

る
だ

ろ
う
。

こ
の
水

面

を
背

景

に
、

『航
跡

』

の
曲

の
歌

詞
や

参
加

メ

ン
バ

ー

の
ク

レ
ジ

ッ

ト
が

銀
色

で
印

字

さ
れ

て

い
る
が
、

見

る
角
度

を

調
整

し
な

い
と
光

の
反
射

で
読

み

と
り

づ

ら

い
文
字

に
な

っ
て

い
る
。
言

わ
ば

、

こ
の
水

面

に
浮

か
ん
だ
輝

く
言

葉
が

「ポ

セ
イ
ド

ン

の
航
跡

」

で
あ
り

、

こ
の
作

品
自
体

を

表

し
て

い
る

と
考

え
れ
ば

、

す

っ
き
り

と
納
得

が

い

く

の

で
あ

る
。

さ
ら

に
、
ミ

さ
ご

§
譜

ミ
ミ
巡
§
鳶
と

い
う

タ

イ
ト

ル
は

、
前
作

の
タ

イ
ト

ル
ミ

き
魅
9
ミ

駄
§

9

§

ミ

ミ

鑓

を
強

く
意

識

し

て

い
る

こ
と
が

分

か

る
。
、ぎ

ひ
。
謬

。
亀
、
が
、

。ぎ

昏
。

O
o
葺
ε

h.
と
対

を

な
す

フ

レ
ー
ズ

で
あ
り

、
.o
h
"
の
後

の
語

数

は
異

な

る
が
、
.℃
o。・。
こ
o
⇒
、
と

.ρ

巨
。・8
、
が

互

い
に
脚

韻

を
踏

ん

で

い
る

こ
と
は

一
目

瞭
然
だ

。

彼
ら

の
意

識

の
中

に
、

第

二
作

で
第

一
作

の
再

現
を

果

た
そ
う

と

の
思

い
が

あ

る

に
違

い
な

い
。

そ
れ

が

タ
イ
ト

ル
の

相
似

か
ら

も
窺

え

る

の
で
あ

る
。

二
作

品

の
創

作
意

図

に
お
け

る
相
似

性

は
、

そ

の
主

役

の
扱

い
に
も
当

て
は
ま

る
。
前

号

ク
リ
ム
ゾ
ン
の
キ
ン
グ

の
拙

論

で
、
「
ク
リ

ム
ゾ

ン

・
キ

ン
グ

の
宮

殿

」
が

、
「
深

紅

の

王

」

の
不
在

を
表

象
す

る

曲

で
あ

る
と

述

べ
た
。

実

は

『ポ

セ
イ
ド

ン
の
航
跡
』

も

、
主
役

の
不
在

を
表
象

し

て

い
る

点

で
、

『宮

殿
』

と

共
通

す

る
。

海

神
ポ

セ
イ
ド

ン

の
姿

そ

の
も

の
を

こ
の

ア

ル
バ

ム
の
中

に
は

っ
き
り

と
確

認
す

る

こ
と

は
難

し

い
。

私

た
ち

に
見

え

る
の

は
、
ポ

セ
イ
ド

ン
が

そ

こ

に

い
た

と

い
う

痕

跡

の
み

で
あ

る
。

海

神
が

去

っ
た
後

の
航
跡

に
注

目
し
、

そ

の
跡
を
追

い

か
け
よ

う
と

い
う
意

図
が

、

水
面

に
揺

ら

め
く

言
葉

の
よ
う

に

こ
の
ア

ル
バ

ム
に
は
見

え
隠

れ

し

て

い
る
。

そ

れ

は
ま

る
で
、

本
作

が
デ

ビ

ュ
ー
作

の
後

を
追

い
か

け
て
作

ら
れ

た

こ
と

を
暗

示

す

る
か

の
よ
う

で
も

あ

る
が
、
そ

の
点

を

つ
ね

に
念

頭

に
置

い
て
、

『航

跡
』

を
見

て
い
く
必

要
が

あ

る
だ

ろ
う
。

皿さ

て
、

『航

跡
』

と

『宮

殿

』

の
相

似

点

は

ひ
と

ま
ず

措

き
、

『航

跡

』

に

新

た

に
取

り

入

れ

ら

れ

た

要

素

に
注

目

し

よ

う
。

ま

ず

、

「
平

和

」

(弓
8
8
)

の

テ
ー

マ
を

ラ

イ
ト

モ
チ
ー

フ
の
よ

う

に
三

回
登

場

さ

せ
、

ア

ル
バ

ム
の
枠
組

を
作

る

と

い
う

構
想

が
あ

る
。

ア

ル
バ

ム
冒

頭

の

「
平

和

i

序
章

(勺
§

。
艮

ゆ
。

αq
言
三
詣
)
」

で
、
「
平
和

」

の

フ

レ
ー
ズ

を
紹

介

し

、

ア

ル
バ

ム

の

メ

イ

ン
テ
ー

マ

「
ポ

セ
イ

ド

ン
の
航

跡
」

で
A
面

を
終

え

る
と
、

B
面

の
冒

頭

に
、

イ

ン

ス
ト

ル
メ

ン
タ

ル
の

「
平
和
ー

テ
ー

マ

(℃
09
60
聾
日
冨
ヨ
o
)
」
を
挿

入
。

ア

ル
バ

ム

の
最

後

を

「
平

和
-

終

章

・(弓
o
p8
"
磐

団
ロ
匹
)
」

で
締

め
括

る
。

「
平
和

-

終
章

」

の
前

に

は
大

曲

「
魔

の
三

角

海

域

(日
ず
o
】)
。<
雰

罠

§
。q
包

」

が

配
置

さ
れ

て

い
る
が

、

こ
の
曲

は

ホ

ル

ス
ト

の

「
火

星

(]≦
錠
ω)
」

の
カ

バ
ー

で
、

「
火
星

」

の

タ
イ
ト

ル
が

著
作

権
問

題

で
認

め
ら

れ
な

か

っ
た

た

め
、

タ

イ

ト

ル

変

更

を

余

儀

な

く

さ

れ

た

曲

で

あ

る
。

、ζ
婁

、
に

は

も

ち

ろ

ん

マ

　

ス

「戦

争

の
神

」

の
意

味

も
あ

り
、

「
戦
争

」
が

去

っ
た
後

に

「
平

和
」

が
来

る

と

い
う

メ

ッ
セ

ー
ジ

を
込

め

て
、

こ
の
曲
順

を
選

択

し
た

と
解
釈

す

る

の
は
妥

当

で
あ

ろ
う
。

ポ

セ
イ

ド

ン

や

マ
ー

ス
と

い

っ
た

巨
神

の
去

り
し
後

、

騒
乱

を
鎮

め

る

か
の
よ
う

に
訪

れ

る
静

か
な

る
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
、

そ

れ
が

こ
の
ア

ル
バ

ム
の
掲
げ

る

「
平

和
」

の
テ
ー

マ
な

の

で
あ

る
。

加

え

て
、

こ
の

ア

ル
バ

ム
の
新

た
な

コ
ン
セ
プ

ト

に
、

ジ

ャ
ケ

ッ
ト

画
を
描

い
た

ア
ー

テ

ィ

ス
ト
、

タ

モ

・
デ

・
ジ

ョ

ン
謬

ヨ
ヨ
。
牙

甘
謁
ず
の

ア
イ
デ

ア
が
取

り

入
れ

ら
れ

て

い
る
点

に
も
、

注

目
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。
デ

・
ジ

ョ
ン
は
、

地
水

火
気

の
四
元

素

の
組

み
合
わ

せ
が

人
間

の
性

格
や
行

動

に
及

ぼ
す

影
響

に

つ
い
て
詳
細

に
考

察

し
、

人
問

を

四
元
素

二
種
ず

つ

の
組

み
合

わ

せ

に
基

づ
く

十

二
種

の
元
型

に
分

類

し
た

パ

ン
フ

レ
ッ
ト

を
書

い
て

い
る
。

こ

の

四
元
素

を
巡

る
考

察

や
十

二

の
元
型

に
よ

る
体
系

は
、
古

く

は
ギ

リ

シ
ャ
自

然
哲

学

や
プ

ラ

ト

ン

(
『
テ

ィ

マ
イ

オ

ス
』
)

の

四
元
素

説

か

ら
、

数
秘

学
、

占

星
術

や

タ

ロ
ッ
ト
占

い
、

そ

し

て
現
代

の

ユ

ン
グ

の
心

理
学

に
至

る
様

々
な

分

野

を
踏

ま
え

て

い

る
と
考

え

ら
れ

る
。

こ
の
体
系

の
学

問
的

な
根

拠

や
分
類

方
法

の
信

愚
性

に

つ
い
て

は
、

こ
こ

で
は
と

や

か
く
言

わ

な

い
。

『
航

跡
』

と

の
関

係

上
重

要

な
点

は
、

彼
が

イ

ラ

ス
ト

化

し

た

『航

跡

』

の
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

に
取

り

入

れ

図1

十

二
の
元

型

キ

ャ

ラ
ク

タ
ー
が

、

ら

れ

て

い
る

こ
と

だ

(図
2
、
左
上
か
ら
右
に
、
子
供
、
魔
女
、
愚
者
、
女
優
、
戦
士
、

道
化
師
。
図
3
、
論
法
家
、
族
長

[大
司
教
]、
観
察
者
、
老
婆
、
母
な
る
自
然
、
奴
隷
)。
各

元
型

の
顔

の
配
置

に
は

規

則
性

が

あ

っ
て
、

四

元

素

の
組

成

と
性

質

が

対

照

を

成

す

キ

ャ

ラ
ク

タ

ー

同
士

を
、

画

面

の
対

称

の
位

置

に
置

い
て

い

る
。

例

え
ば

、

火

と

気

の
元

素

か

ら
成

る
道

化

師

(㎞。
疑

)

は

軽

薄

(宙
℃
℃
舞

)

で
空

虚

(。ヨ
窟
団
)

な

特

性

を

持

ち
、
.
繊

細

(。・S
ω三
く
。
)

で

充
溢

(津
巳

と

い
う
対

極

の
性
質

で
、
水

と
土

の
元
素

か
ら

成

る
魔

女

水面に浮かぶ言葉23



(自
9
§
q
oωω)

と
対

称

の
位
置

に
あ

る
。
各

元
型

同

士

の
対
照

関
係

や
そ

れ
ぞ

れ

の
特
徴

を

表

す

キ

ー

ワ
ー

ド
を

ま

と

め
た
デ

・
ジ

ョ
ン

に
よ

る
図
表

(図
4
)
が

参

考

に
な

る
だ

ろ

う
。

こ
の
よ
う

な
規

則
性

に
従

い
、

変
化

に
富

ん
だ

十

二
種

の
顔
を

、
十

二
に
均
等

分
割

し

た
各

セ

ク

シ

ョ
ン
に
、
整

然

と
収

め
た

こ
の
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

画

は
、
前
作

『宮

殿
』

の
伝

説

的
ジ

ャ

ケ

ッ
ト
ー

画
面

か
ら

は

み
出

さ
ん
ば

か
り

に
誇
張

さ
れ
た

、
赤

い
怪

物

の
過
激

な
恐

怖

の

形

相
1

と

は
、
意

図

的
と

思
え

る
ほ

ど
極
端

な
対

照

を
な

し

て

い
る
。

両
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

の

こ
う

し
た
違

い
に
、
前

作

と
は
異

な

る
作

品

を
産

み
出

そ
う

と

い
う
、

キ

ン
グ

・
ク
リ

ム
ゾ

ン
の
第

二
作

目

へ
の
意

欲
が
表

れ

て

い
る
と
言

え

る
だ

ろ
う
。

さ

ら

に
、

デ

・
ジ

ョ
ン
の

コ
ン
セ
プ

ト

は
、

ピ

ー
ト

・
シ

ン
フ
ィ
ー

ル
ド

の
書

い
た
歌

詞

に
も
影
響

を

与
え

て

い
る
。

例

え
ば
、

「
平

和
ー

序
章

」

の
歌

詞
、

私

は
炎

に
/

照
ら

し
出

さ

れ
た
海

/

私

は
山
/

平
和

が
私

の
名

前
/

私

は
風

に
/
触

れ
ら

れ
た

川
/
私

は
物

語

/
決

し

て
終

わ
る

こ
と

は
な

い

(訂
ヨ
δぴ
8

§

ミ

罫

ξ

跨
。
φ
§

。
こ

§

僧冨

暮

舞
邑
ミ

勺
。§

房
塁

諺
ヨ
。
＼

H
§

昏
。
酉
く
q
＼
誤

ロ
3
a

ξ

僧ず
。
三
巳

こ

弩

チ
g
8
q

こ

⇒
。<
q
窪
F
)

に
は
、

地

(山

)
、
水

(
海

・
川
)
、
火

(炎

)
、
気

(
風
)

の
四

元
素

が

す

べ
て
織

り

込
ま

れ
て

い
る
。
人

格
化

さ

れ
た
平

和
が

語

る

の
は
、
各

元
素

の
交

流
i

炎

に
照
ら

さ
れ

た
海

、

風

に
触

れ

ら
れ

た
川

、
な

ど
ー

に
よ

っ
て
平

和
が

成

り
立

っ
て

い
る
と

い
う
認

識
だ

。

ま

た
、

こ
の
元

素
聞

の
交

流
が

平
和

な

世
界

を
作

り
出

す

と

い
う

ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
は
、

こ
の

ア

ル
バ

ム

の

テ

ー

マ
曲

「ポ

セ

イ

ド

ン

の
航

跡

(一旨
色『
O
謹

(O
O
h
宅
0

9り0一氏
O
口
)
」

で

も

気
、
火
、
土
、
水
の
中
/
世
界
は
天
秤
の
上
/

気
、
火
、
土
、
水
/
変
化
の
均
衡
/

世
界
は
天
秤
の
上
に
/
天
秤
の
上

(ぎ

畳

穿
p
。
舞

汀

民

≦
p
けq

＼
壽

ま

。
ヨ

ず
g

6巴
。。・.
＼
諺
旦

津

ρ
§

昏

碧
匹
毒

§

＼
切
pぎ

8

。
P
ヶ
磐
αq
。
＼
壽

注

8

夢
。
。・8
一。。・
＼
〇
三

冨

。・9

$

)

と

い
う
歌

詞

に
よ

っ
て
、

四
元
素

の
天
秤

の
上

で
世

界
が
均

衡

を
保

っ
て

い
る

こ
と
を

示
唆

し

て

い
る
。

さ

ら

に

こ
の
曲

は
、

ジ

ャ
ケ

ッ
ト

に
描

か
れ

た
デ

・
ジ

ョ

ン
の
十

二
の
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー

に
二
行
ず

つ
言

及

す

る

こ
と

で
構
成

さ

れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
デ

・
ジ

ョ
ン
の

コ
ン
セ
プ

ト

に
従

い

つ

つ
、

こ
の

『航

跡
』

は
、

四
元
素

の
均
衡

の
上

に
成

り
立

つ
世
界

の

平

和

の
表

象

を
目
指

し
た

コ
ン
セ
プ

ト

・
ア

ル
バ

ム
と

し

て
、
企

図

さ
れ

て

い
る
と

い
う

こ

と
が

で
き

る
だ

ろ
う
。

皿
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図4

そ
れ

で
は
、

『航

跡

』

の
曲

を

順

に
見

て

い
き
な
が

ら
、
前
作

『宮
殿

』

の
曲

と

の
関

連

性

に
触

れ
、

新

た

に
導

入

さ

れ

た

コ

ン

セ
プ

ト

と

の

繋

が

り

に

つ

い
て

も

、

探

っ
て

い

き
た

い
と
思

う
。

「
平

和

i

序

章

」

の
後

、

二
曲

目

の

「
あ

る

都

市

の
情

景

(℃
§
ロ
『8

亀

p
Ω
R団
)
」

は
、

『
宮

殿

』

の

一
曲

目

「
二
十

一
世

紀

の

ス
キ

ッ
ツ

ォ



イ
ド

マ
ン
」
を

強
く

意
識

し

た
ナ

ン
バ

ー
だ
。

エ
ネ

ル
ギ

ッ
シ

ュ
で
重

々
し

い

ハ
ー
ド

ロ

ッ

ク

の
曲
調

、
歌

詞

の
傾
向

、
間
奏

部

の
疾

走
感

溢

れ

る
演

奏

や

エ
ン
デ

ィ

ン
グ

の
狂
騒

的
な

高

ま
り

な

ど
、
曲

の
作

り

の
相
似

性

が

際
立

っ
て

い
る
。

た
だ
、

「
二
十

一
世

紀

の

ス
キ

ッ

ツ

ォ
イ
ド

マ
ン
」

の
熱
気

に
満
ち

た
過
激

な

演
奏

に
打

ち

の

め
さ
れ

た
耳

に
は
、

ど

こ
か
物

足

り
な

く
聞

こ
え

て
し

ま
う

の
が

残
念

な

と

こ
ろ

で
も
あ

る
。

曲

の
内

容

は
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
を

モ
チ

ー

フ
に
、
ネ

オ

ン
に
彩

ら

れ
た
無

機

的
な

都
会

風
景

を
表
象

し

て

い
る
。

冒
頭

の

歌

詞

を
引
用

す

る
と
、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

冷

た

い

顔

に

鉄

の

枠

が

は

ま

り

/

ど

こ
ま

で

も

鋭

利

な

ガ

ラ

ス

の

目

の

亀

裂

、
剥

離

/

眩

し

い
光

、
叫

び

、
光

線

、
ブ

レ
ー

キ

に

タ

イ

ヤ

の
き

し

り

/

赤

、
自

、

緑

、

白

、

ネ

オ

ン

の

回

転

。

(∩
。
9

門臼
。
8
匡

響

。
8
。・。費

⇒
ω目。匹

＼
。6
け騨
『す

冨

壱

αq
諄

い亀身
a

舞

∩
ζ

巳

℃
。
包

＼
窪

αq
穿

一一αq穿

・・n§

∋

げ
8
∋

暫
爵

。
§

侮
超
g
9

＼
菊
a

≦
窪
ほ。
αq
H。
。⇒
≦
露
a。

p
8

づ
≦
ゲ
ooこ

こ

の
よ
う

に
、
文

の
主

語

が
な

い
ま

ま
、

コ
ン
ク

リ
ー

ト
、
鉄
、

ガ

ラ

ス
、

車
、

ネ

オ

ン
と

い

っ
た
都
会

の
特

徴

を
示

す
単

語

を
畳

み
掛

け
、

c
や

s
の
頭

韻

(∩
o
口
n円。8

一
8
匡

一
6器
。
傷
…

。・§

二
し・§

パ
7
冨
門℃
)
、

脚
韻

(匂・§

二
℃
。
。二
。・毛
。9
二
蕃

・巴

、
行

間
韻

(切
話

穿

一
轟
ぎ

。・。
同$
∋

一

げ
9
∋
)
な

ど

で
繋

い
で
音

を

強
調

し

つ

つ
、
人

の
姿
が

見
え

て

こ
な

い
、
冷

た

く
非

人
間
的

な
都
会

の
相

貌

を
際

立

た
せ

て

い
く
。

こ
こ

に
は
、
前

曲

「
平
和
-

序
章

」

に
お

い
て
、
グ

レ

ッ
グ

・
レ
イ
ク

の
歌
声
ー

エ
コ
ー
を

か
け
て
木

霊

の
よ

う

に
響

か
せ
た
牧

歌
的

歌
声
I

i

が
表

象

し

て

い
た

、
穏

や

か
で
奥

行

き

の
あ

る
自
然

の
気

配

は
跡
形

も
見
ら

れ

な

い
。

激

し

い
演
奏

と

都
会

の
人

工
的
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
で
覆

い
尽

く

す

こ
と

に
よ

り
、

「
平

和
」

の
テ
ー

マ
と

の
対

照

を
演
出

し

て

い
る
と
言

え

る
だ

ろ
う

。

三
曲

目

の

「
ケ
イ
デ

ン
ス
と
カ

ス
ケ
イ
ド

(∩
践
2
8

簿巳

O
器
8
牙
)
」

で
は
、

前
曲

の
騒

か
ら
再

び

静

へ
と

振
り

子
が

戻

る
。

こ

の
流

れ

は
、

『宮

殿
』

の

「
二
十

一
世

紀

の

ス
キ

ッ

ツ
ォ
イ
ド

マ
ン
」

か
ら

「
風

に
語

り

て
」

へ
の
移

行

を
そ

っ
く

り
な

ぞ

っ
て

い
る

か

の
よ
う

だ

。
優

し

く
幸
福

感
溢

れ

る

ア

コ
ー

ス
テ
ィ

ッ
ク
ギ

タ

ー
と
ピ

ア

ノ
、

そ
し

て
イ

ア

ン

.
マ

ク
ド

ナ

ル
ド

か
ら
交
代

し

た

メ

ル

・
コ
リ

ン
ズ

に
よ

る
牧

歌
的

な

フ

ル
ー
ト
演
奏

が

印
象

的

な
曲

だ
。

リ

ー
ド
ヴ

ォ
ー

カ

ル
は
、

E

L

P

へ
の
移
籍

が

決
ま

っ
て
欠
席

し
た
グ

レ
ッ
グ

.

レ
イ
ク

に
代

わ
り
、

ゴ

ー
ド

ン
・
ハ
ス
ヶ

ル
が

担

当

し
て

い
る
。

こ
の
新

メ

ン
バ

ー

た
ち
が

、

次

の
ク

リ

ム
ゾ

ン
一二
枚

目

の

ア

ル
バ

ム

『
リ
ザ

ー
ド

(卜
§

ミ
)
』

へ
の
布

石

を
垣

間

見

せ

る
曲

で
も
あ

る
。

タ
イ

ト

ル
の

「
ヶ

イ
デ

ン
ス
」

は
、
詩

の
韻
律

ま

た
は
潮

騒

や
風

の
リ
ズ

ム
を
表

し
、
「
カ

ス
ケ
イ

ド
」

は
小

さ
な

滝

を
意
味

す

る
言
葉

で
、
ど

ち
ら

も
自
然

の
四
元

素

と

の
関

連

を
予

期

さ

せ

る
が
、

歌

の
中

で

は
、
.8
腎
、
の
部

分

が
共

通

す

る

二
人
娘

の
名

前

に
過

ぎ

な

い
。

グ

ル

　

ピ

　

こ
の
二
人

は

ア
ー

テ

ィ
ス
ト

の

い
わ

ゆ
る

「
追

っ
か
け
」

で
、

.巴
。、
の
音

が
共

通
す

る
ジ

ェ

イ
ド

(一
巴
。
)

と

い
う

男

に
奉

仕

を

申

し
出

る

(
[
ヶ

イ
デ

ン
ス
と

カ

ス
ヶ
イ

ド

は
]

の
ど

を
ゴ

ロ
ゴ

ロ
鳴

ら

し
、

囁

い
た
、

「
私

た
ち

も

使

っ
て
く
だ

さ

い
/

あ
な

た

に
仕

え

る

た

め

の

私

た

ち

で

す

」
.
[∩
註
8
8

璋
像
9

§

傷
・]
弓
縮
H8
9
≦
ゲ
暑

。
『。
9
負9・℃
。
巳

8

8
9

＼
率

。
三
団

q・。同く
。
♂
蔓

。
鎧
、一、)
。

そ

し

て
二
人

は
彼

と

ホ
テ

ル
に
行

き
、

彼
が

た

だ

の
男

と
知

る

と

い
う
、

幻
滅

の
物

語

で
あ

る

(
「悲

し

い
名
ば

か
り

の
娼

婦
/

彼
女

た

ち

は
彼
が

た
だ

の
男

に
す
ぎ

な

い
と
知

っ
た

」
.Q・
巴

℃
壱
q
8
旨

§

ミ

日
ゲ
塁

す

。≦
ぼ
B

喜

9

∋
§
㌦)
。

こ

の
淫

靡

な
内

容

の
歌

詞

と
牧
歌

的

な
曲

調

に
は
不

思
議

な
ギ

ャ

ッ
プ
が

あ
り

、

ハ
ス
ケ

ル
の
小
声

で
囁

く

よ

う

な
歌

い
回

し
が

、
何

故

か
そ

れ

に
は
ま

っ
て

い
る
。

彼

は

こ
の
曲

の
意
味

が
分

か
ら

な

か

イ

っ
た
と
打

ち

明

け
て

い
る
が

、

そ

の
ナ
イ

ー
ブ

さ
が

図
ら
ず

も
曲

調
と

歌
詞

の
ズ

レ
を
う

ま

い
具
合

に
表

現

し
、

こ

の
曲

に
奇

妙

な
魅
力

を
添

え

て

い
る
。

そ

し

て
、
四
曲

目

「
ポ

セ
イ

ド

ン
の
航

跡
」

は
、
こ

の
ア

ル
バ

ム
の
タ

イ
ト

ル
曲

と
し

て
、

ま

さ

に
主
役

と
呼

ぶ

に
ふ

さ
わ

し

い
曲

で
あ

る
。
だ

が
、
同
時

に

こ
の
曲

は
、
『宮

殿
』
の

「
エ

ピ

タ

フ
」

と

「
ク
リ

ム
ゾ

ン

・
キ

ン
グ

の
宮
殿

」

の

エ

ッ
セ

ン
ス
を

併

せ
持

ち
、
聴

く
度

に

こ
の
両
曲

の
奇

跡
的

再
現

、
言

わ
ば

こ
の
両
親

の
遺

伝
子

を
受

け
継

い
だ

息

子
と

い
う

印
象

を
強

く
す

る
。

荘
厳

な

メ

ロ
ト

ロ
ン
の
主

導

に
ド

ラ

ム

ス
や
ギ

タ
ー
が
美

し
く
絡

み
、

グ

レ

ッ
グ

・
レ
イ

ク
が

「
エ
ピ

タ

フ
」

に
劣

ら

ぬ
歌

唱

を
披
露

す

る

こ
の
曲

を
聴

け
ば

、

『航

跡
』

が
第

二
の

『宮

殿
』

を

目
指

し

て

い
る
と
確

信

で
き

る
だ

ろ
う
。

歌

詞

の
作

り

も

「
ク
リ

ム

ゾ

ン

・
キ

ン
グ

の
宮

殿

」

に
酷

似

し
、
登

場

す

る
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
も

一
部

か
ぶ

っ
て

い
る
。

た
だ
、

「
航

跡

」

の
キ

ャ
ラ
ク

タ

ー
は
、

前

述

の
通

り
、

デ

・
ジ

ョ
ン
に
よ

る
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

画

の
十

二

の
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー

に
由

来

し

て

い
る
。

シ

ン
フ

ィ
ー

ル
ド

が

二
五
回

も
書

き
直

し

水面に浮かぶ言葉25



た

と
さ

れ
る
凝

り

に
凝

っ
た
歌

詞

に
は
、

難
解

な
部

分
が

多

い
が

、
対
応

す

る
デ

・
ジ

ョ
ン

の
ジ

ャ
ケ

ッ
ト
イ

ラ

ス
ト
を
参

照

す
れ
ば

、

イ

メ
ー
ジ

も
湧

き
や

す
く

な

る
。
例

え
ば

、
曲

の
始

ま
り

は
、

プ

ラ

ト

ン

の

産

み

出

し

た

冷

た

い
蔦

に

蔽

わ

れ

し

目

が

/

骨

と

球

の

中

に

真

実

を

捕

え

る

。

/

道

化

師

は

無

意

味

な

ゲ

ー

ム

を

創

り

/

オ

ウ

ム

の

服

で

に

や

け

な

が

ら

ジ

ョ
ー

ク

を

飛

ば

す

。

/

二
人

の
女

が

泣

く

、

ス

カ

ー

レ

ッ
ト

・
ス

ク

リ

ー

ン
女

史

は

/

不

意

に

芝

居

じ

み

た

涙

雨

を

降

ら

せ

、

/

一
方

、

夢

の

中

の

暗

い
真

夜

中

の
女

王

は

/

人

問

の
苦

悩

の

す

べ

て

を

知

っ
て

い

る

。

(霧

8
、・…
℃
筆

⇒
8
察

4
&

書

.・＼
。。
⇒
9
§

…

ぼ

ひ

8

$

a

α・
喜

o

=
巴

£
巳
霧

8

貯

℃
9
づ
二
。。・。・

αq
§

8

＼
Q。
詫
。
こ
。
パ
g

ヨ

℃
婁

9
、ω
δ
げ
ρ

守

。
薯
。
ヨ
昌

壽

。や

O
pヨ
。
Qり
∩錠
一。
け
Qり
6
§

ミ

Qリゲ
a
切
。・民

侮
9

門ぴ
。養

。
琶

p

零

崔

・・&

鋒

宣

骨

§

dゲ
・
家

箆
藷

穿

ρ
速

・ミ

寄

。蓄

・
〈
。4

ぎ

諺

ロ
笈

p
)

こ
の
引

用

は

二
行
ず

つ
、
十

二
の
元
型

の
中

の
観

察
者

、
道

化

師
、
女

優

、
魔
女

に
そ
れ
ぞ

れ
該

当

す

る
。
最

初

の

「
観

察
者

」

の

二
行

は
難

解

で
あ

る
が
、

肉

眼

で
事

物

を
見

る

の
で

は
な

く
、

プ

ラ
ト

ン
主

義

に
即

し
て
心

眼

で
イ
デ

ア
を

捕

え
る
観

察
者

を
、

象
徴

的

に
表

現

し

た
行

と
解
釈

し
た

い
。
眼
鏡

を
額

上

に
ず

ら
し

て
真
実

を
冷

徹

に
見
据

え

る
老
人

の
絵

が
、

こ
の
解
釈

を
裏

付

け
る
だ

ろ

う
。

さ
ら

に
、
菱

形
模

様

の
ま

だ
ら

服
と

三
角
帽

の
に
や

け
た

道

化
師

、
涙

を

流
す

厚
化
粧

の
女
優

、
長

い
髪

を
な

び

か

せ
憂

い
を
帯

び
た
表

情

の
誘
惑
者

(
真
夜

中

の
女

王
)

の
絵

も
、

そ

れ

ぞ

れ
、

引

用
部

分

の
歌

詞

の
理

解

に
役
立

つ
は
ず

だ

。

こ
の

よ
う

に
十

二
の
元

型

の
多
様

性

を

提

示

し

つ
つ
、

き

ち

ん
と

二
行
毎

に
脚
韻

を
踏

み
、

行

間

韻

(ξ

。
全

。団
鼻

工
巴
£
巳
⇒
ω
一
8
ぎ

一
℃
。
巨

寡
ω
)

や

頭

韻

(の
8
腎
二

9・
∩門8
三

の
冨
匹
9
一

。・民

匹
9
)

を
も

駆
使

し

て
、

八
行
連

句

に
四
種

の
元
型

を
整

然

と

二
行
ず

つ
盛
り

込

ん

で

い

く
詩

法

は
、
世

界
が

四

元
素

の
変
化

の
均

衡
上

に
あ

る
と
歌

っ
て

い
る
世
界

観

と
も
合

致

す

翫
。

こ
う

し

て

「
ポ

セ
イ

ド

ン
の
航

跡
」

の
調

和

の
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
が

歌

い
上
げ

ら

れ
・

ア

ル

バ

ム

(
L
P
)

の

A
面
が
終

わ

る
。

Wア

ル
バ

ム
の
B
面

は
、

再
び
穏

や

か
な

ア

コ
ー

ス
テ

ィ

ッ
ク
ギ

タ
ー

に
よ

る

「
平

和

」

の

テ
ー

マ

(
五
曲

目
)

で
幕

を
開

け

る
が
、

突
如

異
質

な

サ
ウ

ン
ド
が

飛

び
込

ん

で
く

る
。

六

曲

目

の

「
キ

ャ

ッ
ト

フ
ー
ド

(∩
曾
閉
。
。
氏
)
」

は
、

乗

り

の
良

い
ベ

ー

ス
と
ド

ラ

ム

ス
の
リ

ズ

ム
セ
ク

シ

ョ
ン
に
、

キ

ー

ス

・
テ

ィ
ペ

ッ
ト

の

ラ
プ

ソ
デ

ィ

ッ
ク
な
ジ

ャ
ズ

ピ

ア

ノ
が
自

由

奔

放

に
絡

み

つ
く
曲

だ

。

そ
し

て
、

『宮

殿
』

と

の
繋

が

り

を
忘

れ

さ

せ
る
、

ク
リ

ム
ゾ

ン
の
未

来

に
開

か
れ

た
斬

新

な

ナ

ン
バ

ー

で

も
あ

る
。

『航

跡
』

の
中

で

は
、
言

わ
ば

幕

間

狂

言
的

な
異
彩

を

放
ち

、
踊

る

よ
う

な
リ
ズ

ム
の
よ

さ
は

比
類
が

な

く
、

レ
イ

ク
が

早

口
で

歯

切
れ

よ
く
歌

う

歌
詞

も
、

ユ
ー

モ
ア
と
皮

肉

と
毒

に
満

ち

て
面

白

い
。

一
番

で
、

キ

ャ

ッ

ト

フ
ー

ド
な

ら

ぬ
冷

凍
食

品

を
買

い
込

む

「
ス
ー
パ

ー

・
マ
ー

ケ

ッ
ト
夫

人
」

に

ス
ポ

ッ
ト

を
当

て
、

現
代

の
不
毛

な
食
文

化

を
風
刺

す

る
と

、

二
番

で
は
、

さ

ら

に

い
か
れ
た
毒

婦

を

登
場

さ

せ
る
。

ウ

ィ

ン
ド

ウ

・
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

夫
人

は
漏

斗

で
新
薬

を
注

ぎ
/

化
学

混
合

物

を
泡
立

て

て
作

る
。
/

サ

ー
ベ

ル
を
磨

き

つ

つ
近
所

に
愚
痴

を

こ
ぼ
す
彼
女

は
/

シ
チ

ュ
ー

の
味

つ
け

の
仕
方

を
知

っ
て

い
る
/

即
席

カ

レ
ー

の
缶

詰

な
ん

か
気

に
す

る
必

要

は
な

い
/

「特

別

に
あ

な
た

の
た

め
、
毒

を

入

れ
た
わ

」

(い
与

≦

民
。
ξ

撃
。
毛
。
・
鼠
8冨

p
窒

8

・
ヨ

δゲ
9

。
℃
℃
q

＼
零

喜

。・
毛

弐
ゲ
。巳

8
子
冨
ヨ

＼

ρ
。
匿

轟

8

碧

£

亭

。
【
茎

臨
。
・・ゴ
。
℃
島
・・冨
q・
霧
pび
圏。
＼
囚
⇒
。
蓼

ゲ
。
≦
8

津
く
。
轟

ω8
≦

＼
Z
。〈
q

需
a

8
ぎ

6

鼠
けご

晋

。
h
。鵠
・
巳

9

鼠
、…
＼
.勺
。
ぎ

旨
a

層

a

巴
マ
ま
曙
。
巳
、)

現
代

社
会

の
狂

気

を
ブ

ラ

ッ
ク

ユ
ー

モ
ァ

で
描

い
て

い
る
が

、

シ

ン

フ
ィ
ー

ル
ド

は

、
十

三

晩
連

続

で
ビ

ー

フ
カ

レ
ー
を
注

文

し

て

い
た

フ
リ

ッ
プ

に
、

違
う

も

の
を
注

文

す

る
よ
う
勧

め
、

そ

れ

に
従

っ
た

フ
リ

ッ
プ

が
、

食

べ
終

わ

っ
て
十

五
分

後

に
吐

い
て

し
ま

っ
た

エ
ピ

ソ

フ

ー
ド

を
元

に

し
て

い
る
ら

し

い
。
な

お
、

こ
の
引

用

の
最

後

の
部

分
と

重
な

っ
て
、
笑

い
声

が
収
録

さ
れ

て

い
る
が
、

制
御

室

に

い
た

フ
リ

ッ
プ

が
窓

の
向

こ
う

で
ズ
ボ

ン
を

脱
ぎ

、
尻

を
出

し
た

の
を
見

て
、
録
音

室

の

レ
イ

ク
が
笑

っ
た
声

と

の

こ
と
。

こ
う

し
た
他
愛

の
な

い

26水面に浮かぶ言葉



エ
ピ

ソ
ー
ド
が

、

こ
の

「
キ

ャ

ッ
ト

フ
ー
ド
」

の
雰

囲
気

の
良

さ
を
物

語

っ
て

い
る
と

言

え

る
だ

ろ

う
。

な

お
、

元

々

こ
の
曲

は
、

『航

跡
』

の
発
表

前

の

一
九

七

〇
年

三

月

に

シ

ン
グ

ル
リ

リ

ー

ス
さ

れ

て

い

る
。

一
番

の
歌

詞

に
出

て
く

る

シ

ン

フ
ィ

ー

ル
ド

の
造
語

、。q8
。
コ
、

(、αq
8
。
<o
.
「
リ
ズ

ム
に
乗

る
、
楽

し

む

」
と
、

.αq
「。
彗
、
「
う

め

き
声

を

あ
げ

る
」

の
複

合

語
)

か

ら
派

生

し

た

イ

ン
ス
ト

ル
メ

ン
タ

ル
曲

「
グ

ル
ー

ン

(
O
ε
o
コ
)
」

と

の

カ

ッ
プ

リ

ン
グ

で
あ

っ
た
が
、
こ
の
二
曲

は
共

に
、
『
航
跡
』

の
ベ

ク
ト

ル
か
ら

外

れ
た
異

端

の
要
素

を
持

ち
、

『宮

殿
』

の
呪
縛

を

逃

れ
た

『航

跡
』

後

の

ク
リ

ム
ゾ

ン
を
先

取
り

す

る

ナ

ン
バ

ー
と

見
な

す

こ
と
も

で
き

よ
う

。

こ
の
楽

し
げ

な
幕

間
狂

言

の
次

に
、

い
よ

い
よ

ア

ル
バ

ム
の

ク
ラ
イ

マ
ッ
ク

ス
と
な

る
七

曲
目

「
魔

の
三
角

海

域
」

が
来

る
。

前
述

の
通

り
、

ホ

ル
ス
ト

「火

星

」

の
カ
バ

ー

で
、

ク

リ

ム
ゾ

ン
の

ラ
イ
ブ

の
定
番

の

一
つ
だ
。

元

の

「
火

星
」

が

そ
う

で
あ

る

よ
う

に
、
軍

隊

の

行

進

や

戦
争

の
イ

メ
ー
ジ

を

想
起

さ
せ

る
が
、

『航

跡
』

の
文

脈

の
中

で
新

た
な

タ
イ

ト

ル

が

つ
い
た
今

、

戦
艦

が
嵐

の
海

原
を

航
行

し
、

消

滅

す

る
展

開
を

想

像

す

る
。

「
魔

の
三
角

海
域

(デ

ヴ

ィ

ル
ズ

・
ト

ラ
イ

ア

ン
グ

ル
)
」

と

は
、

も
ち

ろ

ん
、

船

舶

や
飛

行
機

が

突
然

消
息

を
絶

つ
謎

の
海

域

「
バ

ミ

ュ
ー
ダ

・
ト

ラ
イ

ア

ン
グ

ル
」

の
別
称

で
あ

る
。

以

下
、

こ
の
大
曲

の
進

行

に

つ
い
て
紹

介

し
、
私

の
作

品
解

釈

を
記

述

し
よ
う

。

ま
ず

、

二
十
数

秒

の
無

音

の
中

か
ら
微

か
な

音
が

聞

こ
え

て
く

る
。
徐

々

に
そ

の
音

量
が

上
が

り
、

ボ

レ
ロ
の
リ
ズ

ム
が

厳
粛

な
葬

送
行

進
曲

の
よ
う

に
刻

ま
れ

、
悲

壮
感

漂
う

メ

ロ

ト

ロ
ン
が

鳴
り
響

く
。

そ

の
サ

ウ

ン
ド

は
さ
ら

に
不

気
味

さ

を
増

し
、

不
吉

な
運

命

を
背
負

っ
た
戦
艦

が
呪

わ
れ

た
海

域

に
接
近

し

つ
つ
、

そ

の
巨
大

な
威

容

を
呈

し

て

い
く

様
を

思

い

り

浮

か
べ

る
。
第

ニ
パ
ー

ト

「
マ
ー
デ

イ

・
モ

ー

ン

(ζ
0【匹
曙

ζ
O
門⇒
)
」

で
は

、

メ

ロ
ト

ロ
ン

の
分

厚

い
サ

ウ

ン
ド

が
、

不
協

和
音

を
奏

で
な

が
ら

さ
ら

に
緊

迫
感

を
高

め
て

い
く
。

恐

ろ

し

い
カ
タ

ス
ト

ロ
フ

ィ
の
気
配

が
最

高
潮

に
達

す

る
と
、

音
楽

は

一
時
休

止

し
、

嵐

の
よ
う

な
疾

風

の
吹

き
荒

ぶ
音

の

み

の
第

三

パ
ー

ト

「
ス
ケ
イ

ロ
ン
の
手

(=
碧
匹
o
塩
9り
8
蹄
o
コ
)
」
と

な

る
。

そ

の
風

音

の
背
後

か
ら

聞

こ
え

て
く

る
の

は
、
ま

る
で
時

限
装

置

の
よ
う

に
メ
ト

ロ

ノ
ー

ム
が

カ

チ

カ
チ
時

を
刻

む
音
。
こ
の
後

に
起

こ
る
悲

劇
を

予
示

す

る

か
の
よ
う

で

あ
る
。

そ

の
不

吉

な

音

が

止

む

と

、
第

四

パ

ー

ト

「
ガ

ー

デ

ン

・
オ

ブ

・
ワ

ー

ム

(の
簿a
自

o
、
ぎ

同ヨ
)
」

が
始

ま
り

、

メ

ロ
ト

ロ
ン
が
緊

迫
感

溢

れ

る
不

協
和

音

の
サ

ウ

ン
ド

を
掻

き
鳴

ら

し

て
、

さ

ら

に
テ

ン
ポ
が

加
速

さ

れ

る
。

様

々
な
楽

器

の
奏

で

る

フ

レ
ー
ズ

が
悪

夢

の
よ

う

に
断
片
化

さ
れ

、
制

御
を

失

い
、
走

馬
灯

の
よ
う

に
迷

走
す

る
。

こ
れ
ら

の
音

の
氾
濫

は
、

恐

ろ

し

い

光

景

を

リ

ス
ナ
ー

の
脳
裏

に
焼

き
付

け
る
。

そ
れ

は
、

嵐

の
中

で
魔

の
三
角

海
域

の
渦
中

に

差

し

か

か

っ
た
戦
艦

が
、

さ

な
が

ら
時
間

と
空

間

の
歪

み

に
揉
ま

れ
、

潰

さ
れ
、

バ

ラ
バ

ラ

に
解

体

さ

れ
、
異

次

元

の
海

に
呑

み
込
ま

れ

て

い
く
光

景

で
、

こ
う

し

た
恐
怖

の
幻
像

を

、

過
剰

か

つ
混
沌

と
し

た

サ

ウ

ン
ド

の

る

つ
ぼ

に
よ
り

表

現

し

て

い

る
と

言

え
ば

よ

い
だ

ろ

う

。

そ
し

て
、

ア

ル
バ

ム

の
主

題

を
思

い
起

こ
せ
ば

、
戦

艦

は
、
地

水
火

気

の
均

衡
を
崩

す

異

分

子
と
見

な

さ
れ

、
海
神

ポ

セ

イ
ド

ン
の
怒

り
を

買

い
、
海

に
引

き
ず

り
込

ま

れ
、
消

え

去

っ
た
と
想

像

す

る
の
が

至
当

で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。
な

お

こ
の
過

程

で
、

「
ク
リ

ム
ゾ

ン
・

キ

ン
グ

の
宮

殿
」

の

一
節

が

一
瞬

流

れ

て
消

え

る

の
が

聞

こ
え

る
。

こ
れ

は
、

『宮

殿
』

の

断

片

を
ポ

セ
イ
ド

ン
が

海

中

に
消

し
去

っ
た
行
為

と

も
読

み
取

れ

る
。

こ

の

『航
跡

』

の

ク

ラ
イ

マ
ッ
ク

ス
で
、

ク
リ

ム
ゾ

ン
が
彼

ら

自
ら

の
手

で

『宮
殿

』

と
決

別

し
た

こ
と

を
、
象

徴

的

に
表

し
た
断

片

と

し
て
解

釈

し
た

い
と
思

う
。

こ
の

カ
タ

ス
ト

ロ
フ
ィ
の
後

、
世

界

の
秩
序

は
再

び

元
通
り

に
な

る
の
だ

が
、

最
後

に
こ

の
大
曲

の
中

で
唯

一
、
夢
幻

的

な

オ
ー

ロ
ラ

を
イ

メ
ー
ジ

さ
せ
る
明

る

い
天

上
的

な

フ

レ
ー

ズ

が
流

れ

る
。

す

る
と
、

一
連

の
不
吉

な

悪
夢

は
浄

化

さ
れ
、

至
福

の
べ

ー

ル
で
包

ま

れ

る

よ
う

な
幸
福

な
瞬

間
が

訪

れ

る
。

恐

ろ

し

い
カ
オ

ス
は

一
瞬

に
し

て
消

え
、
海

は
凪

ぎ
、

静

け
さ
が

戻

っ
て

い
る
。

そ

の
瞬

間

こ
そ
、

海
神

が
戦

艦

も
ろ

と
も
海

中

に
消

え
た
瞬

間

で
あ

り

、
最

初

に
述

べ
た

よ
う

に
、

イ

ン
ナ

ー
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

に
描

か
れ

た
水
面

の
揺

ら
ぎ
ー

ポ

セ

イ
ド

ン
の
航

跡

を
目
撃

で
き

る
瞬

間

に
他

な
ら

な

い

の
だ

。

そ

し

て
、

嵐
が

過
ぎ

去

っ
た

海

に
、
「
平

和
-

終
章

」

の
穏

や

か
な

メ

ロ
デ

ィ
ー
が

流

れ
、

優

し

い
平

和

の
歌

が

戻

っ
て
く

る
。

冒
頭

の

「
平
和

-

序
章

」

で
、

「
決

し

て
終

わ

る

こ
と

の
な

い
物
語

」

と
定
義

さ
れ
た

「
平

和
」

は
、

平

和

は
終

わ

る

こ
と

の
な

い

一
日

の
夜
明

け

平

和

は
、

死

の
よ
う

な

戦

争

の
終

わ
り

水面に浮かぶ言葉27
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浮
碧
o
厨
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汗
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と

あ

ら

た
め

て
定
義

さ
れ
、

戦

い
は
終

わ
り

永

遠

の
平

和
が

訪

れ

た

こ
と
が

告
知

さ

れ

て
、

こ

の
ア

ル
バ

ム
は
閉

じ
ら

れ
る
。

こ
う

し

て

「
平

和
」

の
枠

組

み

に
縁

ど

ら
れ

た

ア

ル
バ

ム

『ポ

セ
イ
ド

ン
の
航

跡
』

は
、

や
が

て
消

え

て

い
く

海
神

の
航
跡

を

追

い

か
け
な

が
ら

、
水

面

に
浮

か
ぶ

言
葉

、
海

神
が

戦
艦

と
共

に
海

中

に
消

え

て

い
く

幻
像

、
そ

れ
ら

を
表
象

す

る

変

化

に
富

ん
だ

種

々
の
曲
を

、
対

照
的

四

元
素
が

均
衡

を
保

つ
平
和

の
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
と
共

に

呈

示
し

て

い
る
。

『宮
殿

』

の
続
編

と

し

て
の
特

徴

を
強
調

し

つ
つ
、

『宮
殿
』

と
は
異

な

る

新

た
な
境

地

を
示

し
、

さ
ら

に
次

の
段

階

へ
と
進

む
手

が

か
り

を
残

し
て
。

〈参
考
資
料
〉

本
稿
執
筆

の
第

一
次
資
料

と
し

て
使
用

し
た
の
は
、
キ

ン
グ
・
ク
リ
ム
ゾ

ン
『ポ
セ
イ
ド

ン
の
め
ざ

め
』
(L
P
)

ワ
ー
ナ
t
ブ

ラ
ザ
ー
ズ

・
パ
イ
オ

ニ
ア
、

一
九

七
〇
年
。
お

よ
び
、

キ
ン
グ

・
ク
リ
ム
ゾ

ン

『ポ
セ
イ
ド

ン
の

め
ざ

め
』

(C
D
)
W
H
D

エ

ン
タ
テ
イ

ン
メ

ン
ト
、
二
〇
〇
六
年
。
な

お
、
本
文
で
も
理
由
を
述

べ
て
い
る
が

、

本
稿

で
当
作
品

に
言

及
す
る
際
は
、
使
用

し
た
資
料
の
タ
イ
ト

ル

『ポ

セ
イ
ド

ン
の
め
ざ

め
』

で
は
な
く

『ポ

セ
イ
ド

ン
の
航
跡
』

を
用

い
て
い
る
。
ま

た
、

本
稿
で
歌
詞
を
引
用
す

る
際

は
、
原
語

の
歌

詞
と
、
筆

者

の
拙

訳

を
併

記
し

て
い
る
。

図
版

の
出
典

は
、
図

一
、
二
、
三
が
、

『ポ

セ
イ
ド

ン
の
め
ざ

め
』

(C

D
)

の
ペ

ー
パ

i

・
ス
リ
ー
ヴ

版
ジ

ャ

ケ

ッ
ト

よ

h
ノ
。

図

四

は
、

O
p
乙
窪

葺

§

馬
ミ

鳶
§

§

ミ
恥
の

口
絵

よ
り

。

〈参
照
文
献
>

U
こ
8

αq貫
誤
∋
ヨ
ρ
暴
鴨ぎ

岬
Q
ミ
や
§

亀
も導

暴

こ
N
竜

馬ミ

§

恥
ミ
冨
蝕
い
。コ
傷
。員
匹
αq・弓
塞
畳

ま
糟

9

a
需
炉
匹
9

碧
鮮

き

馬
ぎ

鳶
亀h
馬
餐

ミ
魯
日
。
民

§

"
匹

αq
n
弓

翁

・・L

ミ

9

・。
a

僧ダ

詮

誉

§

9

ミ

蚤

.飛

9

ざ
§

'
卜
。
民

8

"
=
島

臼
。。
匿

§

ぎ

『
庚
三
コ
qq
b
O
O
一
.

(邦
訳

『
ク
リ

ム
ゾ

ン
・キ

ン
グ

の
宮

殿
ー

風

に
語
り

て
』
池

田
聡

子
訳

、
ス
ト

レ
ン
ジ

・デ
イ
ズ
、
二
〇
〇
七
年
)

剴
ヨ
β

国
旨

●肉
暮
ミ

§

㌔、
亀
ミ

ミ
薦

9

§
hミ

ミ

9

§

、
ミ

.
P
o
民

o
讐

頃
号

の冨

己

譲
σ
g

一遭

O
●

(邦
訳

『
ロ
バ
ー
ト

・
フ
リ

ッ
プ
ー

キ

ン
グ

・
ク
リ

ム
ゾ

ン
か
ら
ギ
タ
L

・
ク
ラ

フ
ト
ま
で
』

塚
田
千
春
訳
、

宝
島
社
、

一
九
九

三
年

)

オ
ウ

ィ
デ

ィ
ウ

ス

『変
身
物

語
』

中
村
善
也
訳
、
岩
波
文

庫
、

一
九
八

一
年
。

(
3
)

「
ポ

セ
イ

ド

ン
の
航

跡

」

の
正

式

な

原

題

は
、

ゴ

子
・
桑

。
電

。
。・臣

。
三

・
∩
庁
伍
藷

ご
σ
冨
.ω
日
冨
∋
。、
で
、
=
ぴ
審

と
は
天
秤
座

の
こ
と

で
あ
る
。

(4
)
。。巨
・ゲ
誉

§

9
ミ

心遠

薦

9

ミ
§

う

ゆ
。.

(
5
)
例
え
ば
、
引
用
部
分

に
登
場

す
る
道
化
師

(7
註
3
巳
"
)
、
真
夜

中

の
女
王

(竃
箆
巳
。q汀

ρ
§

p
)
な

ど
は
、

原

語

は
少

し
異
な

る
も

の

の
、

「
ク
リ

ム
ゾ

ン

.
キ

ン
グ

の
宮

殿
」

に
出

て
く

る

団亀
。≦
喜
8
5
げ響
片

4器
9

を
想
起

さ
せ
る
。

(6
)
前

に
引
用
し
た
、
、≧
「』
昼

。弩
7
§
α
毒
器
「
＼
ゆ
pぎ

n。
。
笥
訂
詣
。
＼
蓼

匡
匹
。
三
冨

。・邑

2
＼
O
p
口冨

8
簿

。・匿.
の

部
分
、
,窪
冨

8
。
ぼ
簿
p
αq。"
は

「変
化

の
均
衡

」
と
訳
し
た
が
、

「バ

ラ
ン
ス
」

に
は
、
「
天
秤
」

「分
銅
」

の
意
味

も
あ
る
。

(7
)
い
ヨ
拝

ミ

§

9
ミ

蚤

飛

Q
"ミ
§

う

串

(8
)
・。
巨
島

ミ

§

9
ミ

蚤

.誌

9
ぎ

§
も
辱β

(
9
)

原
題

は
、
、日
冨

U
。乱
げ
甲
ロ
コαq♂
3
ユ
ロ臼
轟

㊧)
竃
・民
醸
と
。β

σ)
工
p巳

。訟
8
ぎ
P
§
匹

∩)
O
舞
山
8

亀

壽

Rヨ
、・

(
10
)
.竃
q
α芝
ζ
。
旨
、
の
ヨ
。巳
超
は
辞
書

に
な

い
が
、
ゴ
臼
、
は
海
を
意
味

す
る
接
頭
辞

で
あ
り
、
「
海
の
日

の
朝
」

の
意
と

と
れ
る
。

(
11
)

ス
ケ
イ

ロ
ン
は
ギ

リ

シ
ャ
神
話

に
出
て
く

る
盗

賊
で
、

テ
セ
ウ

ス
に
よ

っ
て
海

に
投
げ

込
ま
れ
た

と
さ

れ
る
。
し
か
し
そ
の
骨
は
、落

ち
着
く
場
所
を
見
出

せ
ず

、年
を
経

る
う
ち

に
岩
と
な

っ
た
(オ
ウ

ィ
デ

ィ

ウ

ス

『変
身
物

語
』
岩
波
書
店

、
巻
七
、
四
四
四
～

四
四
七
行
参
照

)。
ま

た
、

ス
ケ
イ

ロ
ン
の
父

は
ポ

セ
イ
ド

ン
と
す

る
記
述

も
あ
り
、
「
ス
ケ
イ

ロ
ン
の
手

」
は
、

ア

ル
ゴ

ー
船

の
船
員

た
ち
が

、
身
を
切

る
よ
う
な
風

に

つ
け
た
呼

び
名
の

こ
と

で
あ

る

(9・
a
け互
ミ

§

9
ミ

蚤

.飛

9
§

§
も
℃
曲
参
照
)
。

(
12
)
.の
註

8

亀
蓼

§
.
の

.ぎ

§

.は
、古

い
語
義

で

「蛇
」
を
表
す
。
「
蛇
の

い
る
庭
」
と
す
れ
ば
、
悪
魔

(も・恥§

あ
る

い
は

∪
・邑
)
が
蛇
と
な

っ
て
イ
ブ

を
誘
惑

し
た

「
エ
デ

ン
の
園
」
を
示
唆

し

て
い
る
と
考

え
ら
れ
、

U
。乱
.恥
爵

碧
qq冨
で
、
悪
魔

一)
・邑

が
通
航

す
る
船
を
誘

惑
し
、
死

の
運
命
を
与

え

る
と

い
う
解
釈

に
結

び

つ
く
。
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〈註
〉

(1
)
高
岸
冬

詩

「
連
鎖
す

る
恐
怖
ー
プ

ロ
グ

レ
ア

ル
バ

ム
試
論

『ク
リ
ム
ゾ

ン
・キ

ン
グ

の
宮
殿
』
」、
『フ

ァ
ー

ズ

(暴
恥§
)』

第
二
号
、
首
都
大
学
東
京

大
学
院
人
文
科
学
研

究
科

表
象
文
化
論
分

野
、
二
〇

=

年
、

十

一
-
十

八
頁
。

(
2
)
∪
ゆ
甘
コ
qq互
§

へ葦

へ
Q
§
奇
駄
§

防ミ
昏
き
こ

N
嵐
§

ミ

駄
§

ミ

冨
無

こ
の
パ

ン

フ
レ
ッ
ト

の
タ
イ
ト

ル
が

 『航
跡
』

に
ク

レ
ジ

ッ
ト

さ
れ
て
い
る
。


